
令和６年度山梨県森林総合研究所「森の教室」運営会議結果のお知らせ 

会議の名称  山梨県森林総合研究所「森の教室」運営会議 

日   時  令和7年1月22日 (水) 13:30～15:30 

場   所  山梨県森林総合研究所 森の教室 学習室 

 

 

出 席 者 

 

 

（委員）望月隆、志澤美香、河野太郎、永井宏和、長池卓男（座長） 

（事務局） 

 （公財）やまなし文化学習協会：事務局長、「森の教室」管理責任者 

  森林総合研究所：所長、次長、主任研究員 

  森林政策課：企画担当副主幹 
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１．次 第 

１．１ 報告事項 

 （１）森の教室行事等の実績 

   １）行事と参加人数 

     ①クラフト 

     ②木工工作 

     ③自然観察 

     ④体験学習 

   ２）展示室等の写真展・特別展示 

   ３）移動巡回展示 

   ４）アンケート調査結果 

 （２）森の教室利用状況 

   １）森の教室利用状況（全体） 

   ２）工作室利用状況 

   ３）年度別利用者 

 （３）出前講座等の実績 

 （４）森の教室展示品の状況 

 （５）令和５年度運営会議でのご意見と取り組み 

１．２ 審議事項 

 （１）令和７年度事業計画 

   １）森の教室主催事業の予定 

   ２）展示室等の写真展・特別展の予定 

   ３）通年工作の予定 

   ４）期間限定工作の予定 

   ５）移動巡回展示の予定 

   ６）出前講座等の実施内容 

１．３ その他 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

意 見 等 

 

２．委員からの意見 

・森の教室の事業は、子供たちの教科の学習として社会科とか理科で観点が合うものは、

積極的に学校の方にアピールしていくことも良いと思われる。１回行って良ければ、「今

度あそこ行ってみよう」というリピータが増えるため、子供へのアピールはすごく必要だ

と思われる。 

・高校生の利用者の増加には、彼ら彼女らは常にSNSを見ているので、そのSNSに入ってき

た情報というのが一番重宝で、SNSの中でもInstagram（インスタグラム）やTikTok（ティ

ックトック）とか、高校生とか２０代に人気のあるものを使えば良いと思われる。写真撮

影をして「綺麗だな」とか「面白いな」とかで良いので、それらがあると結構来たりする

と思われる。 

・普段使える物、例えば「箸と、スプーン、アクセサリー」とか、そのものを作れるメニ

ューを作成して、「こんな物作った」とか「そこで歩いて拾ったドングリで作ったイヤリ

ング」とかは、写真や動画を投稿する「Instagram」で「映える」いわゆる「インスタ映

え」する思われる。 

・森の教室の知名度を高めるためには、子供とお出かけ情報サイト「いこーよ」とうホー

ムページのサイトがあるが、そのようなものに載せるのも一つの方法と思われる。 

 

 

お問い合わせ先 

 

 山梨県森林総合研究所 「森の教室」 運営会議 事務局 三枝 茂 

 電話番号：0556-22-8001  ファックス番号：0556-22-8002 

 

 


